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効果的授業運営の検討

～介護等体験における事前指導を事例として～
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要　旨

　コロナ禍を経て、教育の質がより一層問われるなかで、以前と異なり今後の実習指導に
は何が求められるのかを、オンライン授業で得られた知見をもとに検討した。オンライン
授業には同時双方向型とオンデマンド型の２つがあるが、コロナ後の新たな対面授業にも
取り込める要素が多いのはオンデマンド型であることが先行研究による報告だけでなく受
講者の授業後のアンケート結果からも明確となった。これらの知見を踏まえ、コロナ後の
新たな対面授業では、受講者が他者との協働による経験をとおして自身のもつ知識を上書
きするような授業運営が求められ、そのベースとなる知識を修得する仕掛けとしてオンデ
マンド教材が重要な役割を担うと考えられる。
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Ⅰ　はじめに

　本稿の目的は、コロナ禍を経て教育の質がより一層問われる現在、実習指導におけ

る効果的な教育方法や授業運営を検討することにある。2019 年 12 月下旬（日本にお

いては 2020 年１月中旬）から始まった新型コロナウィルス感染症（以下、

COVID-19）のパンデミックによって、先進国を筆頭に多くの国で小学校から大学ま

でオンライン授業が導入された。このパンデミックを機に日本では手探り状態で始

まったオンライン授業が、欧米ではすでに 1970 年代にイギリスのオープン・ユニバ

シティで双方向化が始まり、1990 年代にはインターネットの活用、2000 年代になる

とほとんどの主要大学でカリキュラムにオンラインコースが追加されてきた（古川	

2020）。このようにオンライン授業について欧米では早くから取り組まれ、その教育

効果についても多くの蓄積がある（例えば、U.S.	Department	of	Education,	2010）。

さらに大学の正課プログラム以外に目を向ければ、アメリカでは大学教育レベルの教

育資源を提供する Coursera、Udacity、edX といった大規模公開オンライン講座

「MOOC（Massive	Open	Online	Course）」が 2012 年に開始している。日本では 2013

年に日本オープンオンライン教育推進協議会（JMOOC）が発足し、当時、東京大学



― 22 ―

など 20 校以上が講座を開講した 1。MOOCは大学の正課ではないが、そこでの取り

組みはオンラインを取り入れた効果的な授業を考えるうえで大いに参考になる 2。そ

こで本稿では、コロナ禍で蓄積された大学での実習指導におけるオンライン授業やオ

ンライン教材のメリット・デメリットを検証し、アフター・コロナにおける効果的な

実習指導の方法について検討する。

　ところで、本論での考察に入る前に本稿で用いる用語について整理しておきたい。

その用語とは、「実習」と「体験」である。介護等体験の趣旨について「小学校及び

中学校の教諭の普通免許状授与に係る教育職員免許法の特例等に関する法律（通称：

介護等体験特例法）」の第一条では、「この法律は、義務教育に従事する教員が個人の

尊厳及び社会連帯の理念に関する認識を深めることの重要性にかんがみ、教員として

の資質の向上を図り、義務教育の一層の充実を期する観点から、小学校又は中学校の

教諭の普通免許状の授与を受けようとする者に、障害者、高齢者等に対する介護、介

助、これらの者との交流等の体験を行わせる措置を講ずるため、小学校及び中学校の

教諭の普通免許状の授与について教育職員免許法（昭和二十四年法律第百四十七号）

の特例等を定めるものとする」としており、ここには「実習」という文言は出てこな

い。つまり、介護等体験は、あくまで「体験」であり「実習」ではない。

　それでは、「実習」と「体験」の違いは何だろうか。「実習」とは、教職に関する知

識（理念および理論や指導法など）を体系的に学んだあと、それを実践の場で活用し

ながら、その行為を省察する営みである。具体的には、教科の基礎知識だけでなく、

教科指導・生徒指導の要諦を押さえて実習に臨み、実習最終日には研究授業という実

地訓練を経て評価を受ける。一方「体験」は、取得しようとする免許状の専門性と関

わりなく障害児者や高齢者との交流をとおして、それら利用者に対する理解を深める

ことに主眼がある 3。このことは、介護等体験特例法の施行に関する文部事務次官通

達「小学校及び中学校の教諭の普通免許状授与に係る教育職員免許法の特例等に関す

る法律等の施行について」（平成 9年 11 月 26 日文教教第 230 号）の留意事項に記さ

れており、そこでは「『障害者、高齢者等に対する介護、介助、これらの者との交流

等の体験（介護等の体験）』とは、介護、介助のほか、障害者等の話相手、散歩の付

添いなどの交流等の体験、あるいは掃除や洗濯といった、障害者等と直接接するわけ

ではないが、受入施設の職員に必要とされる業務の補助など、介護等の体験を行う者

の知識・技能の程度、受入施設の種類、業務の内容、業務の状況等に応じ、幅広い体

験が想定される」とし、あくまでも〈幅広い体験〉に重点が置かれている。こうした

事情から、体験の受入先は学生の体験について「評価」はせず、「体験に関する証明書」

の発行によって体験の事実を「証明」するにとどまる。

　このように「実習」と「体験」はその位置づけが異なるが、どちらも外部機関に学

生の学修機会を委ねる点では共通する。したがって、本稿では「介護等〈体験〉」を
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事例に検討するが「実習」に関する知見も検討の対象とし、「実習」の用語には「体験」

も含意する。

Ⅱ　先行研究の検討

　コロナ禍を経て日本でもオンライン授業の成果が蓄積されてきた。そのなかでも実

習および実習指導に関するものに注目すると、オンライン授業の経験をフィードバッ

クして新たな教育方法の模索・検討をしたものは少なく、その多くはコロナ禍におけ

る授業運営の紹介やその成否を学生からのコメントで振り返るにとどまる（有馬

2022,	市橋 2022,	藤本 2021,	森鼻 2021）か、オンラインによる実習指導の課題の洗い

出しにとどまっている（高橋・山口・北野 2021）。そうしたなかで、医学教育の臨床

実習において、パンデミック下でも通常時と同等の学修効果を確保しながら汎用性の

高いYouTube や Google フォーム等を利用することで、施設ごとの環境面での差異

を最小限にしつつ教員の時間的・労力的コストを抑えた方法を構築した民谷（2020）

の取り組みは参考になるが、オンライン環境における実践にとどまっている。そこで

本稿では、オンライン授業で得られた知見を踏まえ、ウィズ・コロナ、アフター・コ

ロナにおける効果的な実習指導の方法について検討する。

Ⅲ　コロナ禍における介護等体験の指導

　2019 年末（日本国内での発生は 2020 年１月）から始まったCOVID-19 の猛威は未

曾有の事態を惹起した。2020（令和２）年８月 11 日には文部科学省総合教育政策局

長通知「小学校及び中学校の教諭の普通免許状授与に係る教育職員免許法の特例等に

関する法律施行規則の一部を改正する省令等の施行について」（２文科教第 401 号）

が発出され、体験の代替措置が認められた。本学における 2020 年度および 2021 年度

における実習指導の詳細は海口（2020,	2021）に記しているので、ここでは各年度の

実習指導の方法を比較・考察し、課題を探る。

　COVID-19 の影響によって大学の授業はオンライン授業を余儀なくされたわけだ

が、オンライン授業には大別して２つのタイプがある。それは平成 13 年文部科学省

告示第 51 号（大学設置基準第二十五条第二項の規定に基づく大学が履修させること

ができる授業等）（以下、「メディア授業告示」）において規定されており、一つは同

時双方向型（テレビ会議方式等）〈メディア授業告示第１号〉であり、もう一つはオ

ンデマンド型（インターネット配信方式等）〈メディア授業告示第２号〉である。本

学における介護等体験の実習指導は、2020 年度はオンデマンド型、2021 年度は同時

双方向型、2022 年度は対面型（一部オンデマンド型併用）で実施した。
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１　2020 年度 オンデマンド型による実習指導

　COVID-19 の影響により本学では授業をオンラインで行うことが決定されると、介

護等体験の実習指導を同時双方向型で行うか、オンデマンド型で行うかが喫緊の課題

となった。当初は、「オンライン」と聞いて多くの人がイメージする同時双方向型（テ

レビ会議方式等）での授業を想定したが、データダイエットへの協力要請や複数の学

生から通信環境の脆弱性を理由に受講を不安視する意見が寄せられたためオンデマン

ド型（インターネット配信方式等）で行うこととした。なお、通信環境の脆弱性に不

安を感じる学生からの意見とは、通信速度等の負荷によって授業中に自分の PCがフ

リーズしてしまった場合、同時双方向型の授業では授業内容を見逃す可能性があり、

そのことを危惧する声であった。そのため、仮に通信が途切れても再度見直しが可能

なオンデマンド型を採用した。

　また、2020 年度は「体験」の受け入れ先が大幅に限られたことから、「体験」は 3

年生以上の履修者を優先し、履修者の大半を占める 2年生の「体験」は次年度に延期

した。

２　2021 年度 同時双方向型による実習指導

　FDの一環で多くの大学が行っているように、本学でも学生による授業評価を実施

しているが、2020 年度は COVID-19 の影響によって従来の方法（ピックアップした

科目についてマークシート方式による回答）ではなく、全科目を対象にウェブでの回

答となった。介護等体験では受講者１名から「フィードバックが不十分」との指摘が

あったことや、学生の通信環境整備を名目として大学から給付金が支給されたこと、

オンライン授業も１年を経過し学生の通信環境も一定水準を確保したと思われること

から、2021 年度は学生への発問および学生からの質問にリアルタイムで対応し、最

適なフィードバックが可能となるように同時双方向型を採用した。そして、前年度に

「体験」ができなかった 3年生は事前指導を前年度に受講済みであることから、基礎

的事項に関する内容を除く授業回について出席（受講）を求めた。

　なお、2020 年度は中止した外部講師（特別支援学校教諭、社会福祉施設職員）に

よる講義を 2021 年度は特別支援学校教諭による講義のみ再開した 4。

３　2022 年度 対面型（一部オンデマンド型併用）による実習指導

　東京など 19 の都道府県に発出された 4回目の緊急事態宣言（期間	2021 年７月 12

日～９月 30 日）以降は、医療重視から医療と社会経済の両立へとシフトしたこと、

文部科学省（以下、文科省）が全国の大学に対面授業を適切に行うよう求める通知（2022

年３月 22 日）を出したことなどから、2022 年度は本学を含め多くの大学が対面授業

を再開した 5。そのため本学での介護等体験の実習指導は対面型で実施し、対面授業
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を補完する形でオンデマンド型も併用した。オンデマンド型を併用したのは、後に詳

述するが 2020 ～ 2021 年度の授業運営から得た教訓を踏まえてのことである。

　なお、特別支援学校教諭および社会福祉施設職員を外部講師に迎えて行う講義は、

３年ぶりに対面型で実施した。

Ⅳ　同時双方向・オンデマンド・対面 それぞれの利点をどう生かすか

　コロナ禍におけるオンライン授業において、その運営に最も苦慮したのが実習、実

験、実技といった科目だろう。経済同友会インターンシップ推進協会（2020）が指摘

するように、オンライン実習には、直接触れなければ体験できないような類の実習は

できない点や五感を活用した臨場感に乏しいため集中力の持続が難しいといった弱点

がある反面、時間の効果的な活用やオンデマンド教材の活用によって学習の高度化・

効率化が期待できる。このオンデマンド教材の活用による学習の効率化は、講義のよ

うな知識習得型の授業において最も効果を発揮する。なぜなら、オンデマンド型授業

（オンデマンド教材）では、その特性から学習者が自分のペースで学習を進めること

ができ、必要に応じて反復学習が可能だからである。

　実習指導は、知識習得の学習と体験による学習の２つの要素によって成り立つこと

から、知識習得の部分についてはオンデマンド教材を活用しながら対面授業において

補足説明を行い受講者の理解度を把握する反転授業が最適と思われる。一方で、体験

の部分については先行研究（民谷	2020,	経済同友会インターンシップ推進協会	2020 な

ど）が指摘するようにオンラインでは限界があり、対面の効果が依然として大きい 6。

したがって、アフター・コロナにおける実習指導では、体験（障害の疑似体験等）と

その体験からの学びを深化させる学修の工夫がこれまで以上に求められよう。

　ところで、オンライン授業（同時双方向型、オンデマンド型）の利点はどのような

ところにあり、その利点を対面型にどう取り込むことができるのだろうか。この点に

ついて筆者の 2020 ～ 2022 年までの授業実践を分析材料として考察してみたい。

　まず、同時双方向型授業の場合、村上（2020,	p.70）も指摘するように「90 分の授

業をそのまま配信するのであれば、リアルタイムで行う必要性も低くなり、学生の集

中度も落ちてしまうことから、さまざまな工夫を行うことが必要となる」。〈さまざま

な工夫〉について、村上はゼミなどの少人数授業であれば「15 分ほど説明をしたあと、

グループに分かれて議論を行い、10 分ほどで議論の内容を全体共有する」例を示し、

大人数授業であれば授業中にチャットを利用して学生から随時質問を受け付け回答す

る／教員が投げ掛けた発問について投票システムを使って回答後、その結果にもとづ

いて授業を進める／授業後に感想やコメントをアンケートシステムで収集し、次回に
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フィードバックする／グループワークで設定したテーマについて議論する等をあげて

いる（村上	2020,	pp70-71）。村上が例示した実践例のうち、少人数授業の進め方につ

いては後述するオンデマンド型授業の構成と重なる部分があるので詳細はそちらに譲

るが、大人数授業については同時双方向型授業をしたことがある人ならわかるように

チャットを利用しての質問への回答がオンライン独自の方法である以外は対面型とほ

ぼ変わらず、回線をつないでいるだけで実際は授業に参加していない（その可能性が

高い）受講者もおり、対面型と比較したときに受講者にとっての利点は「通学の必要

がないので、その時間を有効に使える」こと以外あまり見出せない。さらに同時双方

向型における長時間視聴は、オンデマンド型のように受講者が自分のペースで受講で

きるわけではないため集中力の逓減やテレビの長時間視聴が脳に与える影響と同様の

懸念も考えられる 7。したがって、対面型が主流となるアフター・コロナにおいては、

同時双方向型は教育方法の視点からみた場合、その強みは極めて限定的といえる。

　それでは、オンデマンド型授業はどうだろうか。一般的にオンデマンド型授業は、

コンテンツに動画を用い、その構成は図１のような構成となる。なお、図１の例では

合計時間が 90 分を超えているが、これは明治大学が 100 分授業のためである。

出典：千田亮吉「明治大学における教育方法の工夫・改善について」
拓殖大学	令和３年度FDワークショップ資料（2021 年 6 月 11 日）

図１　オンデマンド型授業の構成の一例

　図１の例では、１本の動画の長さが 20 分だが、インストラクショナル・デザイン 8

されたMOOCでは 10 分程度が主流である。受講者の集中力の持続を考えると動画

の長さは 10 ～ 15 分が適当と思われる。例えば、昨今NHKの大河ドラマや民放のド

ラマが苦戦するなかNHKの連続テレビ小説はドラマ冬の時代にあっても一定の視聴

率を確保している。これはコンテンツの問題だけでなく、放送時間の「長さ」に起因

するのではないだろうか。こうした点も授業動画の作成ではポイントになると思われ

る。これらを踏まえて 2022 年度の授業で筆者が実行しているのが、オンデマンド教

材を併用した対面授業で内容的には反転学習である（図２参照）。
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図２　オンデマンド教材を活用した対面型授業の構成例

　筆者は、介護等体験（事前指導）だけでなく、講義科目（教育社会学など）におい

てもオンデマンド教材を併用した対面授業（反転授業）を実施している。そして、授

業ではワークシートを活用している。介護等体験におけるレクチャーは、筆者がおこ

なう通常授業と特別支援学校の教諭（特別支援教育コーディネーター）および社会福

祉施設の職員をゲストスピーカーに迎えておこなう特別授業で構成される。当然、授

業の進め方が異なるので、使用するワークシートは２種類用意している（図３参照）。

注）左は通常授業用のワークシート、右は外部講師による特別授業用のワークシート

図３　ワークシートの一例
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　使用するワークシートにもとづき授業の進め方をみていくと、通常授業ではその回

の授業の基本事項（知識習得）は動画を各自が視聴して学修済みとみなし、実際の授

業では冒頭の 15 分（受講者の記入状況をみて時間の延長など微調整）で、問１のQ

１～２を解答させる。その後、Q１について数人を指名し、自身の解答を答えてもら

う。このとき想定した解答がすんなり返ってくる場合もあれば、理解が誤っている場

合や不十分な場合があるので、確認の意味も含めて解説を行う。その後、Q２につい

ても同様の手順をとる。これによって、受講者の理解度のチェックが可能となるが、

気になる事柄も浮き彫りとなる。それは予習をしてこない学生が顕著なことである 9。

実際、ワークシートに全く記入できない者もいるため、ウェブから配信したテキスト

だけでなく動画の視聴も許可すると、その場で視聴する者もいる。そこで授業後、動

画を掲出しているYouTube を確認すると、予習動画の再生回数が受講者数と同等か

それ以上でなければならないが、実際にはそれより少なく、動画が vol. １～３と複数

になると番号が大きくなるほど再生回数が少なくなる。こうした受講者の予習に取り

組む姿勢は、主体的に授業に臨んでいるか否かにも比例する。そのためワークシート

の問２は、本来グループワークを念頭に設計したものだが、授業では少数の予習済み

者だけでグループワークが進行したり、グループによってはフリーライダーが多数を

占める場合もあるため、受講者の様子をみながらグループワークに代えて筆者が解説

をしながらフロアの受講者に発問し、その回答を確認しながら進める方法を採る場合

もあった。

　一方、外部講師による授業では、これまでの知識習得型の学修にもとづき現場の〈生〉

の話を聴いたうえで自身の将来の教職生活を描くという抽象的ではあるものの、誰で

も議論しやすい内容であるためフリーライダーが発生しにくい傾向がみられた。ただ

し、議論の深度がいささか浅いこと、事前にオンデマンド教材による学習ができない

ことが課題として浮き彫りになった。

　これらの実践例から幾つかの課題はあるものの対面型とオンデマンド型の併用、い

わゆるブレンディッドが効果的と思われる。ブレンディッドの有効性については、ア

メリカ合衆国教育省が 2010 年に公表した『オンライン学習におけるエビデンスベー

スの実践評価』(Evaluation	of	Evidence-Based	Practices	 in	Online	Learning	 :	A	
Meta-Analysis	and	Review	of	Online	Learning	Studies ) が参考になる。この報告書で
は、1996 ～ 2008 年に行われたオンライン学習に関する 1,000 以上の実証研究のなか

から信頼性が確保されている 45 本を分析したうえで効果量を抽出し、①学習結果を

みると平均的にオンライン学習（online	 learning）を受けた者の方が、対面指導

（face-to-face	 instruction）を受けた者よりも良いパフォーマンスをあげている。②オ

ンライン学習のみ、対面指導のみよりも、その 2つを組み合わせた指導（blended）

の方がより高い効果をあげていた。③一人でオンライン学習をするよりも、協働的あ
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るいは指導者主導のオンライン学習の方が高い効果量を示したことなどを指摘してい

る。また、佐藤（2020）は、アフター・コロナにおいて生き残る大学教員を４つに類

型化しているが、本稿の課題意識と照らした場合、佐藤のいう〈Ⅱ型	協同学習ファ

シリテーター〉10 が該当すると思われる。

Ⅴ　オンライン授業を学生はどう評価したか

　最後にオンライン授業を受講者はどのように評価したかを記しておきたい。筆者は

介護等体験の事後指導において、次年度へのフィードバックとして受講者に「事後評

価」アンケートへの回答を依頼している。その回答の一部からコロナ禍におけるオン

ライン授業、さらには同時双方向型とオンデマンド型を受講者がどう評価したのかを

みてみたい。コロナ前、コロナ禍ともに事前指導は文京、八王子国際それぞれのキャ

ンパスごとに実施しているが、事後指導は両キャンパス合同で実施している。ここで

は 2021 年度の事後評価データを用いる。2021 年度は前年度に体験ができなかった

2020 年度履修者の一部が再履修したため文京履修者 33 名、八王子国際履修者 42 名

の計 75 名が履修した。このうち事後指導には、当日 COVID-19 のワクチン接種、ワ

クチン接種による副反応、COVID-19 感染等の理由で欠席した者を除く 66 名が参加

しアンケートに回答した。回答者の内訳は、2年生 34 名、３年生 28 名、４年生１名、

科目等履修生３名（大学院生１名、既卒者２名）である。

　図４は「オンライン授業で良かった点」（複数回答可）を尋ねた結果である（無回

答３人分を除く）。

図４　オンライン授業で良かった点
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　オンライン授業の良かった点について、「通学時間が不要」が圧倒的に多く、次い

で「講義資料が電子化されて予習復習が確認しやすい」となっている。これはオンデ

マンド型の場合、ウェブ配信のテキストとあわせて授業動画を繰り返し視聴すること

ができる点が反映されたと思われる。その証左に「その他」を選択した者がその理由

として「時間を個人の都合に合わせられるのでとても良かった」と回答している。「通

学時間が不要」ということは、学修の時間および場所を自分で決められることを意味

するので、この結果は文科省が 2021 年３月にウェブで行った「新型コロナウィルス

感染症の影響による学生等の学生生活に関する調査」（有効回答 1,744）の結果とも重

なる。文科省調査では、「オンライン授業の良かった点」（n=1,583,	複数回答可）で最

も多かったのが「自分の選んだ場所で授業を受けられた」79.3％、次いで「自分のペー

スで学修できた」66.1％だった。

　次にオンデマンド型（2020 年度）と同時双方向型（2021 年度）の両方を受講した

受講者（23 名）に「どちらの方がわかりやすかったか」について授業方式を尋ね、

その数値とオンデマンド教材の視聴回数とを設問間クロス集計した結果が表１であ

る。

表１　授業方式と授業動画視聴回数のクロス集計結果（N=23）
視聴回数 オンデマンドが良い 同時双方向が良い どちらでも良い

動画を１回だけ見た 3 2 7
動画を２回見た 5 0 1
動画を３回以上見た 5 0 0

　表１から授業動画の視聴回数が複数回の受講者ほどオンデマンド型を評価している

ことがわかる。このことからも、オンライン授業の利点を対面型授業に生かすには、

自分のペースで繰り返し学修できるオンデマンド教材の活用が有効と思われる。

Ⅵ　むすび

　本稿で得られた知見を整理すると次のようになる。コロナ禍で行われたオンライン

授業の２つの方式であるオンデマンド型と同時双方向型の利点をコロナ後の対面型授

業に適用する場合、オンデマンド型（オンデマンド教材）に有益な点が多く推察され

た。例えば、①予習としてオンデマンド教材を活用し、授業は反転学習で理解を深め

る、②自分のペースで学修できるため集中度が高まる、③理解が不十分なところやも

う一度確認したいところを繰り返し視聴できるので学修が深まる、などである。これ

らについてはすでに多くの研究で報告されているところだが、講義だけでなく実習（実
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習指導）においても該当することが受講者による事後評価票の結果から検証できた。

一方、同時双方向型のもつ利点を対面型授業で生かす方法については、現状では遠隔

地との同時進行による授業運営（例えば、複数キャンパスでの同時授業や来校が難し

いゲストスピーカーをオンラインで招く場合など）に限定される 11。

　したがって、アフター・コロナにおける実習指導では、ブレンディッド（対面型授

業とオンデマンド教材の併用）が、受講者の学修の深化に有効と考えられる。その際、

対面型授業でどのようなことを扱い、オンデマンド教材ではどのような内容が望まし

いのかを考えるとき中央教育審議会会長を務めた安西の指摘が参考になる。安西

（2022）は変化の激しいこれからの時代を生き抜くうえで身につけるべき「学びの基

本項目」として「知識を鍛える」ことと「社会的関係を築く力」をあげている。ここ

で「知識を鍛える」とは「自分の目標を見つけ、教え手や他の学び手とお互いの目標

を共有し、目標を達成するための新しいやり方を工夫し、いろいろな方法を試し、何

度も繰り返し、適切なやり方を身につけ、さらに新しい目標を見つけていく、これを

『知識』について行うということ」（安西 2022,	p268）だといい、続けて「『知識を鍛

える』には『経験から学ぶ』ことが必要」だともいう（安西 2022,	p272）12。この安

西の指摘を踏まえれば、対面型授業では、受講者が他者との協働による経験をとおし

て自身のもつ知識を上書きするような授業運営が求められ、そのベースとなる知識を

修得する仕掛けとしてオンデマンド教材が重要な役割を担うといえよう。

　最後に、本稿で用いたデータは、受講者数が 100 名に満たない小規模なサンプルに

もとづいており、この結果がただちに一般化できるとはいえないことから、さらなる

精査が課題である。

［付記］
　コロナ禍を経て、介護等体験の意義をいま一度問う必要があるのではないだろうか。

出自にまつわる問題はさておき、なぜ「個人の尊厳及び社会連帯の理念に関する認識

を深めることの重要性」（介護等体験特例法	第一条）が義務教育の教員にだけに求め

られるのか。インクルーシブ教育が進められるなかで障害児者への理解を深めること

については、教育職員免許法および同施行規則の改正によって 2019 年度から「特別

の支援を必要とする幼児、児童及び生徒に対する理解」を扱う科目が必修化されたこ

とで、特別支援教育および特別支援学校に関する理解を深める意義は新設科目が果た

している。それでも現場における「体験」に意義があるとの指摘もあろうが、その体

験も「実習」ではなく「体験」であるがゆえに限界がある。2000 年 12 月の文部省通

知「介護等体験の円滑な実施について」では、「一部の学生に心構えや態度に問題が

ある」ことを指摘しているが、「介護、介助のほか、障害者等の話相手、散歩の付添

いなどの交流等の体験、あるいは掃除や洗濯といった、障害者等と直接接するわけで
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はないが、受入施設の職員に必要とされる業務の補助など、介護等の体験を行う者の

知識・技能の程度、受入施設の種類、業務の内容、業務の状況等に応じ、幅広い体験」

（文部事務次官通達	平成 9年 11 月 26 日文教教第 230 号）が目的とされ、実習のよう

にこれまで学んできた専門性を生かす機会がないこともその一因と思われる。

　さらに COVID-19 の影響で、文部科学省から令和２年度から令和４年度までの間

に限って特例的に介護等体験の代替措置が示されたが、在学生向けの代替措置 13 の

うち教職課程を有する大学の多くが選択したと思われるのが「在学する大学等におい

て、令和４年度までに（独）国立特別支援教育総合研究所が開設する免許法認定通信

教育の科目に係る印刷教材の学修の成果を確認する措置」である。この措置では、教

材に「視覚障害児の教育課程と指導法」と「聴覚障害児の教育課程と指導法」が提供

されているが、代替措置として利用する場合、いずれか一方の学修で十分とされる。

ここで注目したいのは、介護等体験は特別支援学校２日間、社会福祉施設５日間の体

験が課されるにもかかわらず、この場合の代替措置では特別支援学校・特別支援教育

に関する学修しか対応していないことである。つまり、社会福祉施設での学修の代替

としては機能していない。仮に社会福祉領域が文科省の所管外だからとすれば、そも

そも科目の制度設計に無理があるからではないだろうか。ゆえに、いま一度「介護等

体験」を教職として学ぶことの意義について精査する必要があると考える 14。

1　	2022 年７月現在、33 の大学 26 の企業・団体が参加（正会員）し、累計 560 講座 149 万人が利

用している。

2　	日本のMOOCのプラットフォームの一つである gacco で 2014 年に「『インターネット』講座

を担当した村井純・慶応大学教授は、初め、通常の授業と同じ組み立てで講義をビデオの撮影

に臨み、10 分間隔で講義を区切った。しかし、自身で見返したところ、授業がぶつ切りにな

り非常に分かりにくかったため、１テーマが 10 分で完結するよう授業を組み立て直した」（福

原	2014,	p.44）という。こうした授業構成のヒントは、大学におけるオンライン授業の組み立

て方の参考になる。

3　	社会福祉施設での体験受入の取りまとめを担う東京都社会福祉協議会は、受入施設に対して「実

習ではなく『体験』であること」を強調し、「『体験』する学生は、介護や社会福祉の専門知識

を修得してはいないことをご理解ください。受け入れ施設をはじめとした全関係者が、介護等

『体験』であることを十分に認識することが、この事業の重要な鍵になります」と記している（『社

会福祉施設における介護等体験受け入れのポイント：より豊かな介護等体験をめざして』東京

都社会福祉協議会 ,	2009,	p.3）。

4　	2021 年度は受入数が大幅に制限されたものの特別支援学校での体験は実施されたのに対し、

高齢者福祉施設での体験はオンライン体験の施設を除きすべて中止となった。

5　	文部科学省は、「大学等における令和４年度前期の授業の実施方針等に関する調査の結果につ

いて」（2022 年６月３日）を公表し、３月 22 日の調査実施時点で 99.3％の大学が「半分以上
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を対面授業とする予定」と回答した。

6　	文部科学省が７月 28 日に公表した 2022 年度の全国学力・学習状況調査の結果では、理科（概

ね３年に一度の実施で前回は 2018 年度）がコロナ禍で観察や実験を重視する新学習指導要領

に対応できなかったことが影響し、中学３年では平均正答率が 49.7％と５割を切った。義務教

育段階における知見の一つだが、大学における実習・実験・実技の非対面化の影響を考えるう

えでも示唆に富む。

7　	長時間視聴が脳に与える悪影響についての研究では、18 ～ 30 歳を対象としたTina	Hoang	&	

Kristine	Yaffe による米国での調査、50 歳以上（平均 67.1 歳）を対象としたDaisy	Fancourt	

&	Andrew	Steptoe による英国での調査（2019）などがある。

8　	インストラクショナル・デザインとは、学習者の自由度を確保しつつ高い学習効果をめざす授

業設計のことをいう。福原（2014）によれば、アメリカの大学では、一般に授業設計において、

学習の最小単位であるエレメント（「〇〇が理解できる」）が基本にあり、複数のエレメントか

らサブテーマが作られ、複数のサブテーマからテーマが作られるという階層構造になることが

望ましい。MOOCの場合、10 分程度の動画がエレメントに当たる。

9　	中教審答申「2040 年に向けた高等教育のグランドデザイン」（平成 30 年 11 月 26 日）の提言

を受け、文部科学省が国立教育政策研究所とともにインターネット上で初めて実施した「全国

学生調査」でもそれは裏づけられている。「予習・復習・課題など授業に関する学習」時間を

尋ねた項目で最も多かった回答は「１週間で１～５時間」でその割合は 58％を占め、０時間

の９％とあわせると実に 67％に達する。

10　	佐藤（2020,	pp80-82）が指摘する４類型とは、〈Ⅰ型	スーパー講師〉伝統的知識から最先端

の知識までをわかりやすく魅力的に記憶に残るように伝えられる卓越した教育力を持つ教員、

〈Ⅱ型	協同学習ファシリテーター〉実験・実習やアクティブラーニングを取り入れた授業にお

いて協同学習を促すことができる教員、〈Ⅲ型	社学連携コーディネーター〉教室やオンライン

での学びを職場・地域・世界といった実社会と接続させ真正な学びをもたらすことのできる教

員、〈Ⅳ型	学習コーチ〉多様な学習者のニーズに対応する学びを提案しつつ学習計画の作成や

学習動機の向上を個別に支援できる教員である。

11　	例えば、受講者による「事後評価」アンケートの「オンライン授業で特別支援学校教諭によ

る講義を受講した際の感想」を尋ねた項目では、「とても意味があった」が 48.5％、「ある程度

意味があった」が 30.3％とあわせて 78.8% だった。この結果から推察されるように、その場に

招くことが難しいゲストスピーカーを同時双方向型で活用することは有効だと思われる。

12　	安西の指摘は、知識の価値はそれ自体にあるのではなくその人の人生にとって、あるいは社

会にとってどのくらい役立つのかという手段としての知性の有効性を強調したデューイの道具

主義（instrumentalism）にも通じると思われる。

13　	在学生向けの代替措置として文科省は４つを示している。一つは「大学等において、令和４

年度までに、特別支援学校の教職課程において開設されている特別支援教育に関する科目の単

位を１単位以上修得した場合」、２つ目は「令和４年度までに、医療関係職種等の養成施設に

指定されている大学等において開設される科目のうち介護等に関する専門的知識及び技術を重

要な事項として含むものとして当該大学等が認めるものの単位を１単位以上修得した場合」、

３つ目は「令和４年度までに、文部科学大臣・厚生労働大臣の確認を受けた大学等における社

会福祉に関する実習演習科目の単位を１単位以上修得した場合」、そして４つ目が「在学する

大学等において、令和４年度までに（独）国立特別支援教育総合研究所が開設する免許法認定
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通信教育の科目に係る印刷教材の学修の成果を確認する措置を受けた場合」である。

14　	2000 年から導入された総合演習は「教職に関する科目」の必修科目だったが、教職実践演習

の導入によって 2010 年度入学生から事実上廃止された。総合演習の設置の趣旨が 2000 年度か

ら始まった「総合的な学習の時間」の指導力を涵養することにあったことからすれば、この廃

止は妥当だったのか疑問が残る（その後、教育職員免許法施行規則の改正によって 2019 年４

月から「総合的な学習の時間の指導法」を開設）。一方、介護等体験について学外での体験（指

導、評価を求めない交流・体験）にその意義を求めるならば、2015 年の中教審第 184 号答申

で示された学校インターンシップで代替可能と思われる。
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